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略　歴
9年１月 東京都に生まれる
9年３月 東京大学教養学部教養学科卒業
9年３月 東京大学大学院社会学研究科国際関係論専門課程修士課
程修了（国際学修士）
9年３月 国立国会図書館入館
9年３月 東京大学大学院社会学研究科国際関係論専門課程博士課
程単位取得退学
993年４月 国立国会図書館専門資料部政治史料課長（憲政資料室責
任者）
99年４月 宇都宮大学国際学部教授
所属学会
日本現代中国学会、日本寄せ場学会、中国研究所、大東文化大学東洋研究所兼任研究員、工学院大学孔子学
院中国・アジア研究センター客員研究員
研究活動
（共著書）
１．現代中国研究案内（岩波講座現代中国　別巻 2）、岩波書店、99 年
２．近代日中関係史再考、日本経済評論社、2002 年
３．中国民衆史への視座、東方書店、99 年
４．満鉄労働史の研究、日本経済評論社、2002 年
　　（同上中国語訳）满铁与中国劳工、社会科学文献出版社、北京、2003 年
５．満鉄の調査と研究―その「神話」と実像、青木書店、200 年
（論文その他）
１．中国教育会と愛国学社―清末上海革命派の運動、社会運動史研究会『社会運動史』第 2 号、93 年  月
２．明治  ～  年「征台」論争における副島種臣の位置、『社会運動史』第  号、9 年 2 月
３．日中関係の背景としての「三つの世界論」、『朝日アジアレビュー』第 3 号、朝日新聞社、9 年 0 月
４．「 国家 2 制度」に見る中国型社会主義、中国研究所『中国研究月報』第  号、9 年  月
５．9 年香港法、国立国会図書館調査及び立法考査局『外国の立法』第 2 巻第  号、9 年  月
６．「 国家 2 制度」−その形成課程と展望、現代中国学会『現代中国』第  号、9 年  月
７．光華寮問題と日中関係、国立国会図書館調査及び立法考査局『調査と情報』第 30 号、9 年  月
８．光華寮問題−その経緯と背景、『中国研究月報』第  号、9 年 9 月
９．楊靖宇と抗日連軍、『別冊歴史読本』、新人物往来社、9 年 0 月号
0．中国と朝鮮半島−中韓国交樹立は可能か？、『調査と情報』第 9 号、99 年  月
．日本の在満朝鮮人政策、『東京女子大学比較文化研究所紀要』第 3 巻、992 年  月
2．日中国交回復 20 年―解説・年表―、『調査と情報』第 200 号、992 年 2 月
3．満鉄関係条約集解題、『満鉄関係条約集』（復刻版）、龍渓書舎、993 年
．中華民国憲法の系譜―台湾政治の民主化と憲法（上）（下）、『レファレンス』第 ・2 号、99 年  月・
0 月
．中国と朝鮮半島、『軍縮問題資料』第  号、宇都宮軍縮研究室、99 年 0 月
．中国と「支那」、『中国研究月報』第  号、99 年 3 月（転載、『華僑報』99 年  月  日）
v
．近代における東アジア 3 国関係の再構築、宇都宮大学国際学部『研究論集』創刊号、99 年 3 月
．日中にまたがる労務支配、『日中にまたがる労務支配　中国人強制連行の背景と実相 9 年秋季国際シン
ポジウム東京集会報告集』、「中国人強制連行の背景と実相」研究会、99 年
9．戦時下撫順炭鉱の中国人労働者、日本寄せ場学会『寄せ場』第 2 号、999 年  月
20．日中関係―国交正常化 30 年と 2 世紀の展望、日本現代中国学会『現代中国』 号、2003 年 0 月
2．戦後日本における中国イメージの変遷、愛知大学現代中国学会『中国 2』Vol．22、200 年  月
22．「蟻の兵隊」と靖国神社、『中国研究月報』第 2 巻第 2 号、第 0 巻第  号、200 年  月
23．満鉄と朝鮮人、『別冊　環』⑫、藤原書店、200 年  月
2．中国外交：朝鮮半島・モンゴルとの関係、中国研究所『中国年鑑』99 ～ 200 年版、大修館書店・毎
日新聞社等
2．中国外交：概観、『中国年鑑』99 ～ 200 年版
（口頭発表・講演等）
１． 国家 2 制度と中国社会主義、中国研究所 9 年度研究大会、9 年  月
２．「 国家 2 制度」―その形成課程と展望、現代中国学会第 3 回全国学術大会、9 年 0 月
３．図們江開発計画―過去と現在、中国社会科学院主催「跨世纪：中国与日本―亚太地区经济合作发展与中
日关系研讨会」、99 年  月、北京
４．満鉄の特殊工人、撫順行政学院主催「日本侵华期间迫害劳工问题国际学术研讨会―日本军国主义奴役中
国民众之实态」99 年  月、撫順
５．満鉄の中国人労働者、梅屋庄吉研究会・辛亥革命研究会主催国際ワークショップ「梅屋庄吉とその時代」、
99 年 0 月
６．日中関係の新段階―摩擦から共生へ、現代中国学会全国学術大会、2002 年 0 月
７．Thirty Years of Japan-China Relations、宇都宮大学国際学部主催国際シンポジウム“Toward Democratic 
International Relations in the 2st Century”、2002 年  月
８．東アジア共同体と歴史問題、宇都宮大学・モンゴル国立人文大学共同国際シンポジウム「東ジア共同体
形成における日本とモンゴルの役割」、200 年 0 月、ウランバートル
９．現代日本の諸問題・近代東アジア国際関係史、モンゴル人文大学招待講義、200 年 9 月、ウランバートル
0．東アジア・トライアングルの歴史的展開、二松学舎大学国際政治経済シンポジウム「東アジア・トライ
アングルのダイナミズム」、200 年  月、東京
．现代日本与日中关系、中国・寧波大学招待講演、200 年 3 月、寧波
2．現代日本と日中関係、中央大学日中関係発展研究センター第 32 回公開講演会「最近の日中関係」、200
年 3 月、東京　
3．最近の中国と朝鮮半島の関係、大東文化大学東洋研究所公開講座「アジアの民族と文化」、200 年  月、
東京
．围绕日本政治的诸问题、中国・チチハル大学招待講演、2009 年 9 月、チチハル
教育活動
学部における担当科目
　「国際政治論」「近現代中国論」「近現代中国論演習」
大学院における担当科目
　「現代中国政治論」「東アジアの国際関係と地域」
共通教育担当科目
　「国際政治史」
